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Ⅰ. 2008年度第2四半期決算実績
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

 
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半

 
期連結財務諸表を作成しております。



第2四半期決算実績
 

サマリー（1）

'07年度
中間期

'08年度
2Q累計

増減

受 注 高 17,696 18,417 +721 

売 上 高 14,464 15,746 +1,282 

営 業 利 益 558 727 +168 

経 常 利 益 410 755 +344 

特 別 損 益 75 △ 234 △ 309 
税 金 等 調 整 前

四 半 期 純 利 益 485 520 +35 

四 半 期 純 利 益 279 290 +10 
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(単位：億円)



第2四半期決算実績
 

サマリー（2）

受注高 ⇒対前年度中間期 +721億円増加
 

（17,696億円→

 

18,417億円

 

）

・海外向けガスタービン等が大きく伸長した原動機部門が増加したことにより、全体で前年度中間期

 
を上回った。

売上高 ⇒対前年度中間期 +1,282億円増加
 

（14,464億円

 

→ 15,746億円

 

）

･近年の受注増加を反映し原動機部門が伸長した他、機械・鉄構部門、航空・宇宙部門、中量産品

 
部門もそれぞれ前年度中間期から増加し、船舶・海洋部門は減少したものの、全体では前年度

 
中間期を上回った。

純利益 ⇒対前年度中間期 +10億円増益
 

（

 

279億円

 

→ 290億円

 

）

･売上増加に伴う増益や採算改善効果等により、営業利益は前年度中間期を＋168億円上回った。

 
また経常利益についても、営業利益増加に加え、営業外損益に計上される為替差損益等が改善

 
したことにより、前年度中間期を＋344億円上回った。

純利益は、「棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額」を特別損失に計上（第1四半期）したことなどに

 
より、前年度中間期とほぼ同水準の290億円となった。
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税引前利益増減要因
対前年度中間期

 
+35億円増加

 
（

 
485億円

 
→

 
520億円

 
）

売上増減

（含む構成変動差）

による影響

為替差損益

為替影響

営業利益

の変動要因

営業外

損益

’07/中間

 

’08-2Q累計

USドル

 

@116.9円

 

→

 

@107.9円

ユーロ

 

@160.1円

 

→

 

@162.6円

特別損益

増減

（+168） （+176） （△309）

特別

損益

資材費

上昇影響

’07年度
中間期

△309

+200 △120

+27

△191
485

520

’08年度
2Q累計

+147

その他

6

持分法

投資損益

+0

その他改善

+354

R&D増

△15

低価法及び

減価償却費
（制度変更分）

△60



経常利益・特別損益
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・経常利益

 
（対前年度中間期

 
+344億円（410億円→755億円））

・特別損益

 
（対前年度中間期

 
△309億円（75億円→△234億円））

（単位：億円）

'07年度
中間期

'08年度
2Q累計

増減

558 727 ＋168
為替差損益  △ 92 55 ＋147

金融収支  △ 24 △ 24 0

持分法投資損益　 36 37 0

その他　 △ 68 △ 40 ＋28

△ 148 27 ＋176

410 755 ＋344

　　　営 業 利 益

　　　営業外損益

　　　経 常 利 益

（単位：億円）

'07年度
中間期

'08年度
2Q累計

増減

・固定資産売却益 104 24 △ 80

・投資有価証券売却益 - 141 ＋141

　　特 別 利 益 104 165 ＋61

・棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 - △ 334 △ 334

・係争関連損失 - △ 65 △ 65

・事業改善・再構築に係る特別対策費 △ 29 - ＋29

　　特 別 損 失 △ 29 △ 400 △ 370

　　特 別 損 益 75 △ 234 △ 309



決算実績 セグメント別
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（単位：億円）

'07年度
中間期

'08年度
2Q累計

'07年度
中間期

'08年度
2Q累計

'07年度
中間期

'08年度
2Q累計

2,123 1,805 1,381 1,276 26 68 

5,763 8,200 4,497 5,415 247 426 

3,300 2,233 1,780 2,191 1 35 

1,759 1,426 1,970 2,159 51 3 

　　　汎　　特 2,179 2,388 2,268 2,387 87 76 

　　　冷　　熱 1,146 1,151 1,127 1,117 44 46 

　　　産　　機 1,142 975 1,054 978 48 32 

4,467 4,515 4,450 4,482 180 155 

610 496 633 516 51 38 

△ 329 △ 259 △ 249 △ 295 - -

17,696 18,417 14,464 15,746 558 727 

そ の 他

受  注 売  上 営業利益

合 計

船 舶 ・ 海 洋

原 動 機

機 械 ・ 鉄 構

航 空 ・ 宇 宙

中 量 産 品

消 去 ま た は 共 通



〈船舶・海洋〉

受

 注

売

 上

営
業
利
益

’07年度

1Q 年間3Q中間

’07年度

1Q 年間3Q中間

’08年度

1Q

’08年度

1Q

’08年度

1Q

’07年度

年間中間

2,839

1,276

689

1,381

1,924

710

2,300

68

16
26

39 40
48

90

1Q 3Q
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(億円・各期の数値は累計)

3,536

331

2,123

2,277

1,745 1,805

2,800

年間見通し

年間見通し

年間見通し

受注 ：

 

対前年中間期

 

△318億円の減少
・当期は自動車運搬船8隻、VLCC3隻、コンテナ船2隻、LPG船2隻、

 
フェリー1隻の合計16隻を受注した。

【受注隻数

 

】
’07-中間期

 

: 21隻

 

(1Q:4隻, 2Q:17隻)
’08-2Q累計

 

:

 

16隻

 

(1Q:16隻, 2Q:0隻)
【契約残隻数】

 

79隻
（自動車運搬船30隻,ｺﾝﾃﾅ船14隻,LPG船11隻,LNG船6隻 他）

売上/損益 ：

 

対前年中間期 △104億円/+42億円の

 
減収増益

・当期は自動車運搬船4隻、コンテナ船2隻、LNG船、フェリー各1隻

 
の合計8隻を引き渡した。

・損益は船価回復による採算改善等により、前年度中間期を上回った。

【引渡隻数

 

】
’07-中間期

 

: 9隻

 

(1Q:6隻, 2Q:3隻)
’08-2Q累計

 

: 8隻

 

(1Q:5隻, 2Q:3隻) 

2Q

2Q

2Q

　’08年度業績見通し

受　　注 ： 3,200 2,800
売　　上 ： 2,300 2,300

営業利益 ： 50 90　

前回見通し 今回見通し

年間見通し

 

：
受

 

注

 

：市場環境の変化を踏まえ3,200億円から2,800億円に修正。

営業利益 ：為替が2Qまでの期間中は前提としていたレートよりも

 
円安に推移したこと等により50億円から90億円に修正。



2,495

5,763

7,875

12,149

4,773

8,200

13,000

〈原動機〉

受

 注

売

 上

営
業
利
益

’07年度

1Q 年間中間 3Q

’07年度

年間中間

2,274

4,497

6,281

9,469

2,264

5,415

12,000

582

145
247

372

138

426

770

1Q

’08年度

1Q 中間 3Q 年間

’07年度

1Q

1Q

’08年度

’08年度

1Q 3Q
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(億円・各期の数値は累計)

年間見通し

年間見通し

年間見通し

受注 ：

 

対前年度中間期 +2,437億円の増加

・海外向けガスタービンが引続き好調だったことや、国内において

 
も事業用/産業用ともに堅調だったこと等により、前年度中間期を

 
上回った。

【風車受注

 

（出力ベース）】

 
’07-中間期

 

: 1,351MW

 

(07年度: 1,575MW)
’08-2Q累計

 

: 900MW

【ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ契約残台数

 

（単独）】

 
’07-中間期末

 

: 66台

 

(’07年度末

 

: 72台)
’08-2Q末

 

: 77台

売上/損益

 

：

 

対前年度中間期 +918億円/+178億円の

 
増収増益

・売上は国内/海外ともに伸長し、前年度中間期を上回った。

・損益も売上増加に伴う増益に加え採算改善が進捗し、前年度

 
中間期を上回った。

2Q

2Q

2Q

　’08年度業績見通し

受　　注 ： 12,400 13,000
売　　上 ： 10,000 12,000

営業利益 ： 600 770　

前回見通し 今回見通し

年間見通し

 

：
受

 

注

 

：商談状況を反映し12,400億円から13,000億円に修正。

売

 

上

 

：工事進捗実績等を反映し10,000億円から12,000億円

 
に修正。

営業利益 ：売上増加見込み等を反映し600億円から770億円に修正。



〈機械・鉄構〉

’07年度

1Q 年間

’07年度

1Q 年間

受

 注

売

 上

営
業
利
益

3Q中間

中間 3Q

1,030

3,300
4,086

5,573

1,244

2,233

6,100

865

1,780

2,861

4,725

837

2,191

5,500

△ 27

1

68

113

△ 22

35

210

1Q

1Q

1Q

’08年度

’08年度

1Q 3Q中間 年間

11’08年度’07年度

(億円・各期の数値は累計)

年間見通し

年間見通し

年間見通し

受注 ：

 

対前年度中間期 △1,067億円の減少

・大型化学プラントの受注があった前年度中間期からは減少

 

した。

売上/損益

 

：

 

対前年度中間期 +411億円/+33億円の

 
増収増益

・売上は製鉄機械、風力機械等が伸長し、前年度中間期を上回った。

・損益も売上増加に伴う増益等により、前年度中間期を上回った。

2Q

2Q

2Q

　’08年度業績見通し

受　　注 ： 5,200 6,100
売　　上 ： 4,900 5,500

営業利益 ： 140 210　

前回見通し 今回見通し

年間見通し

 

：
受

 

注

 

：商談状況を反映し5,200億円から6,100億円に修正。

売

 

上

 

：工事進捗実績等を反映し4,900億円から5,500億円に修正。

営業利益 ：売上増加見込み等を反映し140億円から210億円に修正。



〈航空・宇宙〉

’07年度

1Q 年間

受

 注

売

 上

営
業
利
益

3Q中間

’07年度

1Q 年間3Q中間

【B777 引渡機数】
’07-中間期

 

: 40機

 

(’07年度計

 

81機)
’08-2Q累計: 42機

’07年度

年間中間

6,158

559693

1,759

2,900

1,426

5,800

5,005

993830

1,970

3,053

2,159

5,000

△ 25

11
51

108
146

3 △ 40

’08年度

’08年度

’08年度

1Q

1Q

1Q1Q 3Q

12

(億円・各期の数値は累計)

年間見通し

年間見通し

売上/損益

 

：

 

対前年度中間期 +188億円/△48億円の

 
増収減益

・売上は防衛関係が増加したことにより前年度中間期を上回った。

・損益は為替や棚卸資産会計基準の適用による影響等により、

 
前年度中間期を下回った。年間見通し

受注 ：

 

対前年度中間期 △332億円の減少

・民間航空機が減少し、前年度中間期を下回った。

2Q

2Q

2Q

　’08年度業績見通し

受　　注 ： 6,300 5,800
売　　上 ： 5,000 5,000

営業利益 ： △ 40 △ 40　

前回見通し 今回見通し

年間見通し

 

：
受

 

注

 

：B787の納入スケジュール等を反映し6,300億円から5,800

 
億円に修正。



産機

冷熱

汎特

産機

冷熱

汎特

〈中量産品〉

　’08年度業績見通し
 汎特 ： 4,600 4 ,500

冷熱 ： 2,100 1 ,900
産機 ： 2,300 2 ,000

計 ： 9,000 8 ,400

汎特 ： 4,600 4 ,500
冷熱 ： 2,100 1 ,900
産機 ： 2,300 2 ,100

計 ： 9,000 8 ,500

汎特 ： 200 90
冷熱 ： 60 10
産機 ： 130 70

計 ： 390 170

前回見通し 今回見通し
受注

売上

営業利益

’07年度 ’08年度

1Q年間1Q

1Q

受

 注

売

 上

営
業
利
益

中間 3Q

’07年度 ’08年度

1Q年間1Q 中間 3Q

年間中間

2,000
1,142 975

産  485産 550

2,243
1,660

1,9002,121

1,146 1,151

 冷  513冷 519

1,613

4,500
4,652

2,179 2,388

汎1,119汎1,036
3,237

2,106

4,467

 9,017

6,511

4,515

2,118

2,2721,572
978

産  421産  414

1,054
2,100

2,118
1,611

1,117

冷  506冷  522

1,900

1,127

4,744

3,380

2,387

汎1,134
 汎1,102

2,268

4,500

2,039

4,450

6,564

2,063

4,482

産 7146
79

129
87

32 70

62

冷25
208

汎30

90
63

8,500

1Q 3Q

汎特
冷熱
産機

13
’08年度’07年度

(億円・各期の数値は累計)

180

年間見通し

年間見通し

年間見通し

170

8,400

44
48

263

400

10
72
44

受注 ：

 

対前年度中間期

 

+47億円の増加
・汎特

 

ターボチャージャ、エンジン等が増加し、前年度

 
中間期を上回った。

・冷熱

 

ほぼ前年度中間期並みで微増。

・産機

 

印刷機械等が減少し、前年度中間期を下回った。

売上/損益 ：

 

対前年度中間期 +32億円/△24億円の

 
増収減益

・汎特

 

北米向は減少したものの、ターボチャージャを

 
中心に欧州他が増加し、前年度中間期を上回った。

・冷熱

 

ほぼ前年度中間期並みで微減。

・産機

 

印刷機械等が減少し、前年度中間期を下回った。

中量産品セグメント全体の損益は、為替や資材費上昇等

 
の影響を受け、前年度中間期を下回った。

9,136

2Q

2Q

2Q

汎45
冷23
産9

46
76

155

年間見通し

 

：
国内外の市況悪化懸念を反映し

 

受注、売上、損益を修正。



･不動産・建設

･情報･通信ｻ‐ﾋﾞｽ

 他

’08年度

1Q

〈その他〉

売

 上

営
業
利
益

’07年度 ’08年度

1Q 1Q年間中間 3Q

’07年度

年間中間

633

972

1,400

262

1,200

292

516

87
76

20

100

22

51
38

1Q 3Q

14

(億円・各期の数値は累計)

年間見通し

年間見通し

2Q

2Q



貸借対照表
（単位：億円）
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'07年度末
('08.3.31)

'08-2Q末
('08.9.30)

増減

資産の部
売上債権 10,865 10,254 △610
たな卸資産 11,648 12,887 ＋1,239
その他流動資産 6,854 5,933 △921

　　流動資産計 29,368 29,076 △292

　　固定資産計 15,802 14,790 △1,012

　資産合計 45,171 43,866 △1,304

負債の部
買入債務 7,335 6,905 △429
前受金 4,692 5,608 ＋915
その他流動負債 6,231 5,525 △705

　　流動負債計 18,258 18,039 △219

　　固定負債計 12,508 11,600 △907

　負債合計 30,767 29,639 △1,127

純資産の部

株主資本 12,514 12,683 ＋168

評価・換算差額等 1,687 1,105 △581

その他（少数株主持分他） 202 437 ＋235

　純資産合計 14,404 14,226 △177

　負債及び純資産合計 45,171 43,866 △1,304

　有利子負債残高 13,653 12,242 △ 1,411



Ⅱ. 2008年度業績見通し

本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ

 
り、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控え

 
下さいますようお願いいたします。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果とな

 
り得ることをご承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対

 
米ドルをはじめとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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業績見通し サマリー

◇未確定外貨に係る為替レートは1ドル=@¥95、1ユーロ=@¥120の前提

（未確定 9億ドル、1億ユーロ）

17

（単位：億円）

'07年度 '08年度 '08年度
（実績） （前回見通し） （今回見通し）

'08.7.31公表値

受 注 高 37,152 37,000 37,000

売 上 高 32,030 32,000 34,000

営 業 利 益 1,360 1,200 1,300

経 常 利 益 1,095 900 1,100

当 期 純 利 益 613 540 540
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（単位：億円）

'07年度 '07年度 '07年度

'08.7.31公表値 今回見通し '08.7.31公表値 今回見通し '08.7.31公表値 今回見通し

3,536 3,200 2,800 2,839 2,300 2,300 40 50 90

12,149 12,400 13,000 9,469 10,000 12,000 582 600 770

5,573 5,200 6,100 4,725 4,900 5,500 113 140 210

6,158 6,300 5,800 5,005 5,000 5,000 146 △ 40 △ 40

　汎　特 4,652 4,600 4,500 4,744 4,600 4,500 208 200 90

　冷　熱 2,121 2,100 1,900 2,118 2,100 1,900 62 60 10

　産　機 2,243 2,300 2,000 2,272 2,300 2,100 129 130 70

9,017 9,000 8,400 9,136 9,000 8,500 400 390 170

1,228 1,300 1,300 1,400 1,300 1,200 76 60 100

△ 511 △ 400 △ 400 △ 546 △ 500 △ 500 - - -

37,152 37,000 37,000 32,030 32,000 34,000 1,360 1,200 1,300

営業利益売  上受  注

'08年度見通し '08年度見通し '08年度見通し

合 計

船 舶 ・ 海 洋

原 動 機

機 械 ・ 鉄 構

航 空 ・ 宇 宙

中 量 産 品

そ の 他

消去ま たは 共通
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